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ミナミキイロアザミウマに有効な薬剤の探索  

 

 

 

 

 

 
 
１  調査方法  
  切り取ったキュウリ葉を各殺虫剤の希釈液に浸した後、寒天を入れ

たシャーレに載せます。ミナミキイロアザミウマ雌成虫をそのキュウ
リ葉にのせ、ふたをして２日間飼育します。飼育後に死亡した虫を数
え、死亡率を計算しました。  

 
 
 
 
 
 
    ミナミキイロアザミウマ雌成虫      試験に使用した容器 

    
２ 調査結果 
  ８０％以上の高い死亡率が得られた薬剤は少なく、多くの殺虫剤で効果が落

ちていることが確認できました。効果の高い薬剤についても、他の府県では効
果が落ちた事例が報告されており、天敵農薬等の殺虫剤以外の防除方法を進め
ていく必要があります。 

各殺虫剤に対するミナミキイロアザミウマの死亡率 

                         （）内は採取した年月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                           

（農林総合研究センター 病害虫防除技術担当 TEL 0480-21-1114） 

ミナミキイロアザミウマは 1978 年に日本で初めて侵入が確認された害
虫です。キュウリ、ナスをはじめ多くの作物に被害を与えていますが、
最近になってキュウリの黄化えそ病の原因となるウイルスを媒介するよ
うになり、その上、殺虫剤を散布しても数が減らない事例が増え、キュ
ウリの産地で大きな問題となっています。  

そこで、県内各地のキュウリからミナミキイロアザミウマを採取し、
各種殺虫剤の効果について調査しました。  


